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〇課題や資料の配布   

○課題の採点や課題へのフィ

ードバック 

〇友だちと意見の共有  

〇ふり返り 

文字や写真、図や動画を保存しやすくなったことで、

自分たちの考えを共有することができ、意欲的に学

習するようになった。 

 

〇子どもたちの考えを集約し

て、視覚化 

クラスの子どもたちの考えを一覧で確認することが

できるため、他者の考えに興味をもち、自分の考えと

比較したり、理由を話し合ったりするようになった。 

 

〇問題の提示   

〇問題づくり  

〇自らの学びの蓄積 

教科書やノート、黒板などがデジタル化されたこと

で、編集や共有、保存などがしやすくなり、学習に役

だてやすくなった。効果的に伝えるための発表の組

立てなどを考えてスライドを作成することにより、

子どものプレゼン能力が高まった。 

 

○オクリンク機能 

○ムーブノート 

○ドリルパーク 

教員と子ども、子ども同士の双方向のやり取りが瞬

時にできるようになり、学習に対する意欲が高まっ

た。また、自分の課題に合わせて自分のペースで学習

をすすめられるようになった。  

 

〇デジタルデータで撮影し、

ふり返り 

〇保存 

板書などを画像で残したり、活動の様子を動画で残

したりすることで、後から見返すことができ、学習の

振り返りがしやすくなった。  



 

成果 課題 

意
欲 

 

〇タブレットが気になり、画面を見てしま

うなど、気が散りやすい。 

 

 

読
み
書
き
計
算
の
力 

 
〇漢字の書き取りは手を動かして書くこと

が定着につながる。 

 

 

疑
問
を
も
ち
解
決
す
る
力 

 
〇資料はデジタルでも鮮明か、子どもが操

作しやすさなど、選別が必要である。 

〇インターネットの資料の使用や検索には

注意が必要である。 

 

 

 

自分のペースで学習ができる。

何度でもできる。

教員の準備、添削の時間がいらない。
ノートや紙のプリントでの学習が有

効な場合もあり、効果的に活用する。 

情報の安全性を十分確認するととも

に、日ごろから子どもたちの情報モラル

を育てる。 

資料の提示

•１人に１台、カラーで、即時確認するこ
とができる。

学び合い

•即時に友だちと見合い、話し合うことが
できる。

•教員と子どもの双方向のやり取りができ
る。

やり直し

•何度でも、すぐに、気軽に

複数の資料の提示が瞬時にできる。

資料に書き込みができる。

資料を拡大してよく見たり、手元の同じ
資料をもとに、グループや学級での話し
合いができる。

話を聞く時には、タブレットを閉じ

させるなど、ルールを徹底させる。 

基礎・基本を身に付けたうえで、

それらの力を総合して、応用する

力、活用する力があり、これらは

必要に応じて双方向に行き来する

力である。 

意欲・読み書き、計算の力・疑問を

もち解決する力であり、学ぶ上で重

要である。 


